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－デハラユキノリ博物館「粘土で妖怪を作ろう」 7月16日－

横倉山自然の森博物館からのお知らせ

夏休み限定！『デハラユキノリ博物館』
好評開催中



―広報おち―8月号―2―

ま・ち・の・話・題

皆
さ
ま
、
お
元
気
で
す
か
。
い

よ
い
よ
夏
本
番
で
す
。
暑
さ
に
負

け
ず
元
気
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

【
活
動
報
告
】

７
月
６
日
、
４
月
に
北
海
道
滝

上
町
の
種
イ
モ
を
植
え
付
け
し
て

い
た
町
民
総
合
運
動
場
グ
ラ
ウ
ン

ド
東
側
の
畑
で
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の

収
穫
を
行
い
ま
し
た
。
選
手
10
名

が
参
加
し
て
約
８
０
０
個
の
ジ
ャ

ガ
イ
モ
を
掘
り
出
し
ま
し
た
。

☆高知ファイティングドッグスサマーキャンプ開催☆
参加者募集中

【日時】8月23日（木）24日（金）【場所】越知町【募集人数】30名【参加費】5,000円
電話またはメールで球団までお申し込みください。（先着３０名まで受け付けいたします。）
高知ファイティングドッグス球団株式会社　球団事務所　　TEL：０８８－８７８－０７７５
詳しくは、高知ファイティングドッグスのホームページをご覧ください！E-mail：info@fighting-dogs.jp

ご
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

松
井
邦
夫
さ
ん
、藤
原
三
夫
さ
ん
、

ま
た
、
畑
の
手
入
れ
を
手
伝
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
森
田
竹
志
さ
ん
、

山
本
政
子
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

越
知
町
の
皆
さ
ま
と
高
知
フ
ァ

イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
球
団
と
の

交
流
会
を
７
月
17
日
に
開
催
し
ま

し
た
。
多
数
の
方
々
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
球
団
と
越
知
町
の
方
々

が
ふ
れ
あ
え
る
大
変
貴
重
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
期

待
に
沿
え
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

今
月
の
紹
介
は
、
越
知
町
に
住

ま
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

練
習
生
の
小
島
慶
士
で
す
。

【
経
歴
】
県
立
中
村
高
校

【
出
身
】
高
知
県
四
万
十
市

越
知
町
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し

た
練
習
生
の
小
島
で
す
。
高
知
県

四
万
十
市
出
身
で
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン

は
外
野
手
で
す
。
越
知
町
は
、
小

学
生
の
こ
ろ
か
ら
少
年
野
球
で
何

度
か
来
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、

思
い
出
も
幾
つ
か
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
場
所
に
住
み
な
が
ら
野
球
が

で
き
る
環
境
に
あ
る
と
い
う
こ
と

を
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
ま
す
。
初

心
を
忘
れ
ず
、
ま
た
傲
る
こ
と
な

く
、
少
し
で
も
早
く
登
録
選
手
に

な
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
応
援
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

選
手
紹
介

越
知
町
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！

高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス

の
久
保
田
真
帆
で
す
。
ド
ッ
グ
ス

で
は
４
年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お

世
話
に
な
り
、
こ
の
春
よ
り
球
団

職
員
と
な
り
ま
し
た
。
球
場
で
は

主
に
試
合
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

２
年
半
前
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
協
定

が
結
ば
れ
て
以
降
、
何
度
か
（
何

度
も
？
）
足
を
運
ば
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
行
く
た
び
に
越

知
町
が
好
き
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
と
も
顔
見
知
り
に

な
れ
た
り
、
声
を
か
け
て
い
た
だ

い
て
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

私
は
越
知
町
の
コ
ス
モ
ス
が
大
好

き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
高
知
フ
ァ

イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
の
一
員
と

し
て
、
越
知
町
の
皆
さ
ん
と
た
く

さ
ん
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

球
団
職
員
か
ら
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ま・ち・の・話・題

アンニョンハセヨ！
蒸し暑い高知の夏も今年で2回目ですが、

この猛烈な暑さにはまだ慣れることができませ
んね。今月は6月23日に町民会館で行われた
「テコンドー体験教室」についてご報告したい
と思います。

皆さん、「テコンドー（ 拳道）」というのはご存知でしたか？「テコンドー」とは韓国を代表する
伝統スポーツであり韓国の国技です。手足、そして体全体を使う全身運動で、日本の空手と似た感じ
のスポーツです。その起源は古代部族国家の時代からなので数千年の歴史を持っています。この「テ
コンドー」は国際スポーツとして人気が高まり、2000年シドニーオリンピックで正式種目として採用
されました。韓国では軍隊で義務的に「テコンドー」を習い、韓国男性にとっては必須のスポーツの
一つです。
今回の「テコンドー体験教室」は越知町国際交流協会の主催、駐日韓国大使館韓国文化院の後援で
行われて、「テコンドー」の先生（実は師範と呼びますが、ここでは先生と呼ぶことにします）が3人
も韓国から来てくれました。しかも、先生たちが男前だったので、特に女性の参加者に大好評でし
た！（笑）先生による宙返りなど、ワイヤアクションのような「テコンドー」の実演を鑑賞の後、一
番易しい基本技術を習って最後は板割り（!）までやってみました。たった1時間で皆が板を割れるく
らいになりましたよ!また、韓国文化院からステキなお土産もいただいたし、とても楽しい時間でし
た。参加してくださった皆さんありがとうございました!今回の「テコンドー体験教室」を逃した
方々のために来年も「テコンドー」の先生に来てもらうようになりましたので、次回はぜひ参加して
ください～！

さて、先月に続いて今月も人生初めての経験をちょっと話したいと思います。実は6月30日になん
と生放送デビューしました！皆さんはテレビ高知の「じゃらん２モーニング」という番組をご存知で
すか？この番組の「30秒で伝えタイム」というコーナに出演。7月3日～4日に県立美術館で行われた
「韓国映画祭」を広報して来ました。この出演は県庁で勤めている韓国の国際交流員に30秒だけ韓服

ハンボク

を着て出演すると言われたので気軽に出演を承諾しました。しかし、1時間くらいずっとスタジオで
座っていなければならなかったし、コメントも言わなければならなかったのでかなり緊張しました。
実は去年もNHKのある番組でインタビューされた映像が流れたことがありましたが、こういうふう
にスタジオに出演したのは初めてでした。しかも、生放送!きっとこれも高知でのいい思い出になり
ますね。8月には中学生と一緒に韓国ソウルへ修学旅行に行くし、また、あっちこっちで花火大会も
あるのでたくさんいい思い出を作って皆さんにご報告します。それでは、また来月に。

▲先生たちの迫力のある「テコンド－」実演！カッコウいい～£ ▲本格的に道着に着替えて板割りまで体験しましたよ！

▲人生初めての生放送デビュー！
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ま・ち・の・話・題

～おちなまいにち～
http://ochinahi.blog.fc2.com/

携帯でも見られます。

ぜひのぞきに来てください♪

―
―
―
こ
ん
に
ち
は
ー
、
な
に

し
て
る
ん
で
す
か
？

患
者
バ
ス
待
ち
ゆ
う
。
車
が
運

転
で
き
ん
け
、
越
知
に
い
く
に
は

こ
れ
し
か
な
い
ね
え
。

今
日
は
雨
が
降
ら
ん
き
、
し
ょ

う
が
の
消
毒
し
ゆ
う
。
今
年
の
な

が
せ
は
長
い
ね
や
。

ぼ
ち
ぼ
ち
草
引
き
し
ゆ
う
。
な

ん
ぼ
で
も
生
え
て
く
る
わ
ー
。
あ

ん
た
の
畑
も
、
ぼ
ち
ぼ
ち
し
い
よ

ー
。な

ん
ち
ゃ
ー
。
つ
と
め
も
終
わ

っ
た
き
、
ぶ
ら
ぶ
ら
し
ゆ
う
。
毎

日
あ
そ
こ
ま
で
、
散
歩
し
よ
る
ん

で
ー
。
や
っ
ぱ
り
ち
ょ
っ
と
で
も

体
は
動
か
し
と
か
ん
と
。

こ
こ
に
移
動
販
売
車
が
来
る
き
、

待
ち
ゆ
う
。
高
知
か
ら
も
来
て
く

れ
る
が
や
き
あ
り
が
た
い
ね
え
。

久
し
ぶ
り
に
晴
れ
た
き
、
朝
か

ら
ピ
ー
マ
ン
と
り
よ
っ
た
。
お
か

げ
で
「
梅
ち
ゃ
ん
先
生
」
見
る
の

忘
れ
た
わ
〜
。

こ
ん
な
あ
る
日
。

ち
ょ
っ
と
し
た
や
り
と
り
や
笑

顔
に
、
癒
さ
れ
る
毎
日
。

↑

大
屋
敷
に
て
、
お
昼
ご
は
ん

と
カ
ラ
オ
ケ
♪
楽
し
か
っ
た
で
す
！

い
ろ
ん
な
人
と
お
話
し
た
い
な

あ
。

●
６
月
〜
７
月
の
活
動
●

ピ
ー
マ
ン
、
ア
ス
パ
ラ
、
ト
マ

ト
、
山
椒
、
生
姜
の
草
引
き
、
ケ

ン
ト
ッ
プ
敷
き
、
収
穫
。

明
治
中
学
校
、
横
畠
小
学
校
の

整
備
。
プ
ー
ル
掃
除
。
井
出
の
整

備
。カ
リ
カ
リ
梅
、味
噌
作
り
体
験
。

神
祭
に
参
加
。
あ
じ
さ
い
ま
つ

り
、
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
、
コ
ス

モ
ス
ま
つ
り
の
準
備
。

お
宅
訪
問
、あ
い
さ
つ
ま
わ
り
。

大
切
な
畑
、
空
間
に
お
邪
魔
さ

せ
て
も
ら
っ
て
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

：

）
♪

６
月
26
日
・
７
月
３
日
・
７
月
10

日
の
３
日
間
、小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

指
導
者
に
は
高
知
県
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
協
会（
佐
川
高
校
・
学
芸
高

校
・
越
知
中
学
校
）の
先
生
方
や

高
知
大
学
現
役
の
選
手
を
お
招
き

し
、ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

未
経
験
の
児
童
を
含
め
１８
人
の

子
ど
も
た
ち
が
汗
を
流
し
、バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
基
礎
や
技
術
は
も
ち
ろ

ん
、あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
や
仲
間
を

思
い
や
る
心
な
ど
、た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
関
係
者

の
皆
さ
ま
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ（
越
知
Ｊ
Ｖ
Ｃ
）で
は
越
知
小

学
校
体
育
館
で
毎
週
火
曜
・
木

曜
・
土
曜
日
に
練
習
活
動
を
し
て

い
ま
す
。体
験
入
部
も
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

保
護
者
一
同

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
　

町
民
会
館
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
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７月２日より高吾北消防本部のホームページが開設されました。
地域住民の皆さまに興味を持っていただけるような内容をお届けしたいと思っております。
また、消防職員の活動や消防署の状況などを分かりやすくお伝えできたらとも思っております。
《トップページはこのような感じになっています》

ホームページアドレスは　http://www.kogohoku.ochi.kochi.jp/shobo/home.html
※検索キーワードは「高吾北消防本部　ホームページ」です。
※高吾北広域町村事務組合のホームページからも閲覧できます。
開設したばかりなので、まだまだ利用可能なコンテンツは少ないですが、より充実したホームページに
進化していきますのでご期待ください。

◆お問い合わせ先

中央西土木事務所　維持管理課　電話　088－893－2114
県庁都市計画課HP（屋外） http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/171701/

毎月第3日曜日は「家庭の日」
「家庭の日」の標語　 2 3 年度優秀標語⑤

ほっとする　　部活帰りの　　母の飯
青少年育成越知町民会議

場広報情

消防本部のホームページを開設しました

違反広告物を一斉撤去します！

毎年９月１日から９月１０日までは,「屋外広告物適正化週間」です。
ポスターや広告塔など、屋外で常時または一定期間継続して表示される広告物は、

情報伝達の手段としてだけでなく、街ににぎわいを与えてくれます。しかし、無秩
序に表示されると、美しい街並みや自然景観が損なわれるだけでなく、落下や飛散
による危害が予想されます。そのため、県では、条例によって、大きさだけでなく、広告物が出せない地域や、
許可が必要となる地域を定めています。今年は、９月10日に、県内各地で一斉に違反広告物の撤去を行います。
屋外へ無許可で出している「はり紙」・「はり札」などの違法広告物を撤去し、破棄します。
美しい街並みのためには、皆さまのご理解とご協力が必要です。よろしくお願いします。

【屋外広告の広告主および広告業者の皆さまへ】
広告を出されるときは、最寄の土木事務所（注意：高知市内は高知市役所）
までお問い合わせください。
また、県内で屋外広告物業を営む方は、登録が必要です。



１.職種・採用予定人員および職務内容

２.受験資格

（注）上記の受験資格を有する者であっても、地方公務員法第16条に規定する次のいずれかの1つに該当する
者は受験できません。
成年被後見人または被保佐人（禁治産者または準禁治産者の宣告を受けた人を含む）
禁こ以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたはその執行を受けることがなくなるまでの者
日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、
またはこれに加入した者

３.申込手続
（１）受付期間　　　平成24年8月6日（月）から

平成24年9月7日（金）まで（土曜日・日曜日を除く）
（受付時間：8時30分～17時15分）

（２）申 込 先　　　越知町総務課（〒781－1301 高知県高岡郡越知町越知甲1970）

（３）申込書の　 ・越知町総務課で配布します。
入手方法　 ・越知町のホームページ（URL : http://www.town.ochi.kochi.jp） よりダウンロード

してください。
・郵送により請求する場合は、封筒の表に「職員採用試験受験申込書請求」と朱書き
し、あて先を明記し120円切手を貼った返信用封筒（A4サイズが入るもの）を同封
のうえ請求してください。

（４）申込方法　　　次の提出書類を直接持参または郵送すること。
（郵送の場合は、封筒の表に「受験申込書在中」と朱書きし、必ず一般書留または簡
易書留にて差し出してください。受付締切日の消印まで有効）

（５）提出書類　　　①　職員採用試験受験申込書（写真貼付）
②　最終学校の卒業証明書　（卒業証書の写し可）または卒業見込証明書

（６）受験票の送付　申込書を受理した場合は受付期間終了後、受験票を送付します。試験当日必ず持参し
てください。

４.試験日程および会場

１次試験

受　験　資　格

採用予定人員

１名

昭和53年4月2日以降に生まれた者で、高等学校卒業程度の学力を
有する者（平成25年3月卒業見込者可）

職　種

一般行政職

職　種

一般行政職

職　務　内　容

一般行政事務に従事します（事務・技術）

試験区分

２次試験

日　時 会　場

―広報おち―8月号―6―

場広報情

平成24年度 越知町職員採用試験について

平成24年10月14日（日） 越知町役場3階　大会議室
（申込者多数の場合変更有り）一般行政職 午前9時～午後1時ごろ

平成24年11月下旬（予定） 越知町役場



５.試験種目および内容

※　２次試験の種目は変更する場合があります。その場合は、合格者に通知します。

６.合格発表

７.採用予定日 平成25年4月1日

８.給 与 等 越知町一般職の職員の給与に関する条例の規定による。

（参考）高校卒業程度の試験による採用の高卒初任給
140,400円（平成24年4月1日現在）

※　学歴や職歴などにより加算される場合があります。

９.その他注意事項
①　受験票、鉛筆（ＨＢ）など筆記用具を必ず持参すること。
②　試験時間に遅れた者は原則として受験を認めません。
③　提出された関係書類および試験問題などは一切お返ししません。
④　その他職員採用試験に関することについては、総務課行政係採用試験担当まで
お問い合わせください。

◆お問い合わせ先

〒781－1301 高知県高岡郡越知町越知甲1970 越知町総務課行政係
ＴＥＬ：0889－26－1111 ＦＡＸ：0889－26－0600
E-mail：soumu@town.ochi.kochi.jp URL : http://www.town.ochi.kochi.jp

①教養試験（高等学校卒業程度、40題、120分）

社会、人文および自然に関する一般知識ならびに文書理解、判断推

理、数的推理および資料解釈に関する一般知能

②事務適正検査（10分）

事務能力の適性、正確さ、迅速さについての検査

③職場適応性検査（30分）

職場への適応性を職務や対人関係に関連する性格の面から見る検査

平成24年11月上旬（予定）以降に受験者全員に文書などで通知します。
また、合格者受験番号を役場前掲示板およびホームページに掲載します。

一般行政職

試験区分

１次試験

２次試験

職　種 試　験　種　目

一般行政職

①論・作文試験
課題に対する理解力および文書表現力などについての筆記試験

②面接
主に人物についての面接試験
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場広報情

試験区分 日　時　等

平成24年12月中旬（予定）以降に受験者全員に文書などで通知します。
また、合格者受験番号を役場前掲示板およびホームページに掲載します。

１次試験

２次試験



介
護
保
険
料
の
納
入
通
知
書
を
、

平
成
24
年
７
月
に
住
民
の
皆
さ
ま

に
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
平

成
24
年
２
月
号
、
４
月
号
の
広
報

で
も
周
知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
再
度
、
ご
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

問．
「
介
護
保
険
料
は
、
な
ぜ

あ
が
っ
た
の
で
す
か
？
」

答．

平
成
24
年
４
月
の
介
護
保
険

制
度
改
正
に
伴
い
、
国
の
制
度
と

し
て
65
歳
以
上
の
保
険
料
負
担
割

合
が
上
が
っ
た
こ
と
、
過
去
３
年

間
で
越
知
町
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
金
額
が
大
幅
に
増
え
た

こ
と
、
そ
し
て
今
後
３
年
間
で
も

高
齢
化
が
さ
ら
に
進
行
し
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
、
利
用

金
額
が
増
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

る
こ
と
か
ら
保
険
料
を
上
げ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

場広報情

―広報おち―8月号―8―

夏季の節電・省エネルギー対策について�

　今夏、四国電力管内では、 電力不足が懸念されております。 ７月２日から９月７日（8/13～15を除く、 平日9:00～20:00）�
の間、節電目標を定めて、 節電へのご協力をお願いしています。特に､ 13：00～16：00の節電が重要です。�

節電メニュー（例）�

節電メニューなど、節電に関する情報を掲載しています！！ 

＜空　調＞�
　・室温２８℃を心がける（設定温度＋２℃に）。（節電効果１０％）�
　・“すだれ”や“よしず”などで窓からの日差しを和らげる。（節電効果１０％）�
　・無理のない範囲でエアコンを消し、扇風機を使用する。（節電効果５０％）。�
　　　　※熱中症にご注意ください。適切な室温管理や水分補給に注意し、�
　　　　　無理のない範囲でご協力ください。�
�
＜冷蔵庫＞�
　・設定温度を「強」から「中」に変え、扉を開ける時間を減らし、食品を詰め込�
　 み過ぎないようにする。（節電効果２％）�
�
＜照　明＞�
　・日中は不要な照明を消す。（節電効果５％）�
　・照明器具を購入するときは、省エネ型の電球形蛍光ランプやＬＥＤ電球�
     などを選択する。�
�
＜電力消費機器＞�
　・テレビを省エネモードに設定し、画面の輝度を下げ、不要な時は消す。�
       （節電効果２％）�
　・本体の主電源を切る。長時間使わない機器はコンセントからプラグを抜く。�
      （節電効果２％）�
　・電力消費が大きい電気製品の日中（13:00～16:00）の使用をできるだけ避ける。�
　　例）アイロン、電気ポット、電子レンジ、食器洗い機、洗濯乾燥機、掃除機など。�

～節電へのご協力をお願いします～�

環境キャラクター�
「エコくん。」�

電力需要�

9：00 20：00
節電をお願いしたい時間帯�

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 時刻�

【サンプルデータ等より資源エネルギー庁推計】�

KW

13:00－16：00の節電が�
特に重要です�

夏期平日の電力の使われ方（イメージ）�

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

問．
「
年
金
だ
け
で
生
活
し
て

い
る
の
に
、
負
担
が
増
え
る
の

は
痛
い
。
低
所
得
者
へ
の
対
策

は
あ
る
の
で
す
か
？
」

答．

越
知
町
で
は
所
得
に
応
じ
て

６
段
階
に
分
け
て
保
険
料
を
設
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
４
段
階

を
さ
ら
に
二
つ
に
分
け
て
、
低
所

得
の
方
の
負
担
が
で
き
る
だ
け
少

な
く
な
る
よ
う
に
設
定
し
て
い
ま

す
。

※
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
保

険
料
に
つ
い
て
で
き
る
だ
け
理
解

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
現
在
、

介
護
保
険
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

中
で
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
で
き
次
第
、

住
民
の
皆
さ
ま
に
配
布
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
介
護
保
険
料
や
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
　
介
護
保
険
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
７
０



―9―広報おち―8月号―

NHK BSプレミアム にっぽん縦断 こころ旅「２０１２秋の旅」

思い出の場所＆エピソードを大募集！
俳優の火野 正平（ひの しょうへい）さんが平成24年9月、和歌山
県をスタートし沖縄県へ向けて自転車で旅をします。
番組では視聴者の方からのお手紙で旅のルートを決定するため、

「こころの風景」にまつわるエピソードを大募集しています。
（お手紙の紙数は便せん2枚程度でお願いいたします。）

【チャンネル】NHK BSプレミアム
【放 送 時 間】月曜日～金曜日　 7：45～ 8：00

土曜日・日曜日　11：00～11：59
【高知県の放送予定】10月8日（月）～14日（日）
【締切】9月14日（金）

【応募方法】
番組ホームページから
http://www.nhk.or.jp/kokorotabi/へアクセス！
ファックスから…03－3465－1327へ送信！
（応募用紙は企画課、観光協会に設置しています）
お便り…〒150-8001 NHK「こころ旅」係へ送付！

【応募内容】
次の内容を明記の上、ご応募ください。
①住所　　②お名前　　③電話番号　　
④性別　　⑤年齢
⑥思い出の場所　⑦場所にまつわるエピソード

◆番組・応募に関するお問い合わせ先 NHKふれあいセンターまでお願い致します。
TEL 0570-066-066（ナビダイヤル）｜ナビダイヤルがご利用になれない場合は050－3786－5000まで

６
月
の
消
防
団
の
活
動
状
況
は
、

以
下
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
住
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
と
、
温
か

い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

◆
訓
練
出
動
　
２
件

（
延
日
数：

２
日
、

延
人
員：

132
人
）

◆
予
防
出
動
　
１
件

（
延
日
数：

１
日
、

延
人
員：

３
人
）

◆
捜
索
出
動
　
０
件

◆
火
災
出
動
　
０
件

◆
水
防
出
動
　
０
件

新
規
入
団
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
入
団
に
関
す
る
こ
と
は
、
お

近
く
の
消
防
団
員
、
も
し
く
は
役

場
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

消
防
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

ご
寄
付
の
お
礼

越
知
町
８
区
の
氏
原
和
子
さ
ん

か
ら
学
校
教
育
の
振
興
に
役
立
て

て
欲
し
い
と
20
万
円
を
、
同
じ
８

区
の
豊
永
譲
治
さ
ん
か
ら
は
図
書

館
で
お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
に
と

10
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

お
二
人
の
寄
付
金
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ご
趣
旨
に
沿
う
よ
う
越
知

小
中
学
校
の
学
校
図
書
館
お
よ
び

本
の
森
図
書
館
の
図
書
を
購
入
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

近
年
、
地
方
財
政
も
厳
し
い
中

お
二
人
の
ご
寄
付
に
改
め
て
感
謝

い
た
し
ま
す
。

消
防
団
の
活
動
状
況

（
平
成
24
年
6
月
）

場広報情

仁
淀
川
漁
協
は
、
流
域
の
人
々

の
命
の
水
、
地
場
産
業
の
発
展
に

必
要
な
水
と
し
て
水
棲
動
植
物
の

資
源
保
護
と
仁
淀
川
河
川
を
守
る

た
め
の
活
動
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
清
流
保
全
に
向
け
て

機
運
を
高
め
る
た
め
に
「
仁
淀
川

の
森
と
水
を
考
え
る
」
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
特
別
企
画
と
し
て
、
ウ

ナ
ギ
の
生
態
を
研
究
で
世
界
的
に

知
ら
れ
る
青
山
潤
氏
（
東
京
大
学

准
教
授
）
の
基
調
講
演
の
他
、
N

H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
仁
淀
ブ
ル
ー

奇
跡
の
仁
淀
川
」
の
番
組
ス
タ
ッ

フ
な
ど
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
番
組
中
に
放
送
さ

れ
な
か
っ
た
未
公
開
映
像
も
見
ら

れ
ま
す
。

【
主
催
】
仁
淀
川
漁
業
協
同
組
合

【
共
催
】
仁
淀
川
流
域
交
流
会
議

【
開
催
日
】
8
月
19
日
（
日
）

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
5
時

開
場
午
後
1
時
　

開
演
午
後
1
時
30
分

【
会
場
】
土
佐
市
　

「
グ
ラ
ン
デ
ィ
ー
ル
」

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

仁
淀
川
漁
業
協
同
組
合

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
９
３
―
２
３
０
０

2
0
1
2
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

仁
淀
川
の
再
生
を
め
ざ
し
て

「
仁
淀
川
の
森
と
水
を
考
え
る
」
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ë募集・案内 ê

乳
幼
児
の
お
子
さ
ん
お
持
ち
の

方
を
対
象
に
左
記
の
日
程
で
行
い

ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

８
月
25
日
（
火
）

午
後
１
時
〜
３
時

【
実
施
場
所
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
検
診
室

【
内
容
】

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り

【
各
自
で
用
意
す
る
も
の
】

お
や
つ
は
各
自
（
子
ど
も
用
・

保
護
者
用
）
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

参
加
希
望
の
方
は
、
８
月
20
日

（
木
）
ま
で
に
次
の
申
込
先
ま
で

連
絡
を
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

◆
お
申
し
込
み
先

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

保
健
師
ま
た
は
保
健
衛
生
係
ま
で

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
２
１
１

育
児
相
談
・
親
子
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
の
ご
案
内

越
知
町
で
は
、
は
じ
め
て
の
お

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
る
お
子
さ
ん

の
紹
介
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

投
稿
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
総

務
課
広
報
担
当
ま
で
連
絡
し
て
い

た
だ
く
と
投
稿
用
紙
を
送
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
投
稿
用
紙
提
出
の
際
に

は
、
お
子
さ
ん
の
写
真
を
あ
わ
せ

て
、
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
写
真
は
デ
ー
タ
（
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド

な
ど
）
で
提
出
し
て
い
た
だ
く

と
、
よ
り
仕
上
が
り
が
き
れ
い

に
な
り
ま
す
。

※
個
人
情
報
保
護
法
に
よ
り
連
絡

を
い
た
だ
い
た
方
の
み
の
掲
載

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
１

「
広
報
お
ち
」
は
じ
め
て

の
お
誕
生
日
コ
ー
ナ
ー

へ
投
稿
の
ご
案
内

地
域
お
こ
し
協
力
隊

『
カ
ワ
イ
リ
ナ
の
　
日
々
是
耕
』

こ
ん
に
ち
は
！
蝉
の
声
で
隣
の

人
の
声
が
掻
き
消
さ
れ
る
今
日
こ

の
頃
、
皆
さ
ま
お
元
気
で
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
？

お
ち
駅
で
は
今
、
ナ
ス
や
キ
ュ

ウ
リ
な
ど
の
旬
の
夏
野
菜
が
、
は

ち
き
れ
ん
ば
か
り
の
生
命
力
で
存

在
感
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

有
機
農
業
の
研
修
先S

O
E
L

（
ソ
エ
ル
・Sakaw

a
O
rganic

&
E
cology

Laboratory

）
で
も
、

皆
、
暑
さ
に
だ
れ
な
が
ら
首
都
圏

向
け
の
野
菜
セ
ッ
ト
の
出
荷
作
業

真
最
中
で
す
。

さ
て
、
私
か
ら
お
知
ら
せ
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
び
、
佐
川
町
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
坂
本
梨
恵
さ

ん
と
一
緒
に
、
映
画
上
映
会
を
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
！

題
し
て

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
企
画

第
一
弾
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
＠
横
倉

山
自
然
の
森
博
物
館
」

上
映
す
る
作
品
は
、
フ
ラ
ン
ス

で
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
（
有
機
）
ブ
ー

ム
を
巻
き
起
こ
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
「
未
来
の
食
卓
」
で
す
。

南
フ
ラ
ン
ス
の
バ
ル
ジ
ャ
ッ
ク
村

で
、
子
供
た
ち
の
未
来
を
守
る
た

め
の
、「
学
校
給
食
と
高
齢
者
の

宅
配
給
食
を
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
す

る
」
と
い
う
挑
戦
を
追
っ
た
映
画

で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
自
然
の
味

に
目
覚
め
て
い
く
様
子
も
必
見
。

私
た
ち
は
日
々
、
食
べ
る
も
の

か
ら
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
添
加
物
な

ど
を
摂
取
し
て
い
ま
す
。
終
戦
記

念
日
の
宵
、
人
間
の
生
き
る
根
本

で
あ
る
「
食
」
と
「
食
の
安
全
」

に
焦
点
を
あ
て
た
こ
の
作
品
と
と

も
に
、
私
た
ち
の
未
来
の
食
卓
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

第
一
部
と
第
二
部
の
二
部
構
成

に
な
っ
て
お
り
、
第
一
部
は
D
V

D
上
映
、
21
時
か
ら
の
第
二
部
で

は
、
食
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
町

内
で
今
秋
に
洋
菓
子
店
を
開
店
予

定
の
前
田
さ
ん
の
焼
菓
子
が
振
る

舞
わ
れ
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み

に
！
要
予
約
で
す
が
、
当
日
参
加

も
歓
迎
で
す
！
申
し
込
み
は
川
合

（
０
９
０
―
３
７
７
７
―
２
９
３
６
）

ま
で
。

【
日
時
】

８
月
15
日
（
水
）

午
後
６
時
半
開
場

午
後
７
時
〜
午
後
９
時
半

【
場
所
】

横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館
３
階

【
参
加
料
】
500
円

【
主
催
】

越
知
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

【
後
援
】

横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

S
O
E
L
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い
じ
め
、
不
登
校
、
児
童
虐
待

な
ど
の
相
談
ご
と
は
、
子
ど
も
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中
心
と
な
っ

て
支
援
し
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

昼
間

・
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
す
も
す
（
教
育
委
員
会
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

夜
間

・
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

ひ
だ
ま
り
（
佐
川
町
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
０
―
０
２
０
３

そ
の
他
関
係
機
関

・
中
央
児
童
相
談
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
６
６
―
６
７
９
１

・
高
知
県
教
育
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
６
６
―
３
８
９
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
―
０
０
７
―
１
１
０

・
高
知
県
心
の
教
育
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
３
３
―
２
９
２
２

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
、
毎
年
８
月
に
現
況
届

を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

８
月
末
ま
で
に
、
証
書
・
印
か

ん
・
世
帯
全
員
の
住
民
票
を
持
っ

て
、
住
民
課
児
童
扶
養
手
当
係
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

提
出
が
遅
れ
る
と
12
月
に
支
給

額
の
振
込
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、

期
間
中
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
現
在
支
給
が
停
止
さ
れ
て
い

る
方
も
、
未
提
出
か
ら
２
年
を
過

ぎ
ま
す
と
時
効
喪
失
と
な
り
ま
す

の
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
額
に
つ
い
て
、
受
給
さ
れ

て
い
る
期
間
が
５
年
を
超
え
て
い

る
方
は
、
そ
れ
ま
で
の
支
給
額
の

２
分
の
１
を
超
え
な
い
範
囲
で
一

部
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成
18
年
５
月
１
日
以

前
か
ら
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
減

額
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
該
当

除
外
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く

と
減
額
は
さ
れ
ま
せ
ん
。
対
象
に

な
っ
て
い
る
方
に
は
事
前
に
書
類

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
現
況
届

提
出
時
に
こ
の
手
続
き
も
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
法
律
の
改
定
に
よ
り
、

平
成
22
年
８
月
か
ら
父
子
家
庭
の

方
も
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
申
請
さ

れ
て
い
な
い
方
は
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
児
童
扶
養
手
当
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
７
０

こ
れ
ま
で
は
、国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
忘
れ
た
ま
ま
２
年
を
超
え

る
と
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、今
年
10
月
か

ら
３
年
間
に
限
り
、過
去
10
年
以

内
の
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
後
納
制
度
が
始

ま
り
ま
す
。

過
去
10
年
以
内
の
保
険
料
を
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、将
来
の
年

金
額
を
増
や
し
た
り
、年
金
の
受
給

権
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

ご
自
身
の
年
金
記
録
に
つ
い
て

は
、ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
ご
確
認
い
た

だ
け
ま
す
。（
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
と
は
、

ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
役
場
年
金
係

窓
口
で
、年
金
記
録
が
確
認
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。）

＊
後
納
制
度
は
事
前
申
し
込
み
が

必
要
で
す
が
、審
査
の
結
果
、後
納

制
度
に
よ
る
納
付
を
ご
利
用
い
た

だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し

く
は
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
西
年
金
事
務
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
７
５
―
１
７
１
７

住
民
課
年
金
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
５

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
開
設
し
ま
す
。
ど
ん
な
法
律
相

談
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
悩

み
ご
と
や
、
困
り
ご
と
な
ど
お
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

【
開
設
日
】

8
月
10
日
（
金
）

【
場
所
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
相
談
室

【
時
間
】

午
後
1
時
か
ら
午
後
4
時
10
分

【
弁
護
士
】

須
崎
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

中
谷
拓
郎
　
弁
護
士

法
テ
ラ
ス
須
崎
法
律
事
務
所

宮
地
洋
平
　
弁
護
士

法
テ
ラ
ス
須
崎
法
律
事
務
所

高
林
藍
子
　
弁
護
士

※
以
上
3
名
の
う
ち
、
1
名
が

担
当
し
ま
す
。

【
申
込
先
】

※
完
全
予
約
制
で
4
名
ま
で
で
す
。

（
必
ず
電
話
で
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。）

◆
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
１

ë募集・案内 ê

児
童
扶
養
手
当
【
母
子
・
父
子
】

の
現
況
届
を
お
願
い
し
ま
す

後
納
制
度（
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
期
限
の

延
長
）が
始
ま
り
ま
す

無
料
法
律
相
談

を
開
設
し
ま
す

子
ど
も
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
す
も
す



仁淀川出会いキャンプツアー『山あい川あい越知で愛ツアー』

平成24年度自衛官等募集案内

防衛大学校
学生

1  次：9月28日
最終：11月9日

1次：25年3月2日
2次：25年3月15日

高卒（見込含）
24歳未満

一般
（後期）

一般
（前期）

25年1月23日
～2月1日

9月3日
～9月5日

高卒（見込含）
21歳未満

自衛官候補生
（男子）

航　空　学　生

看　護　学　生

一般曹候補生

自衛官候補生
（女子）

コスモスの町で出会いの予感！
清流『仁淀川』が流れる越知町の“黒瀬ログハウス”を中心に、今話題のラフティング体験やキャンプ場で
の野外バーベキューを楽しみながら、お互いの交流を深める１泊２日のツアーです。このツアーに参加してく
れる２０歳以上の独身男女を募集中です！！
越知町の豊かな自然の中に素敵な出会いがあります。

【開催日】9月1日（土）～9月2日（日）

【場所】 黒瀬キャンプ場　　清流『仁淀川』を中心としたリバーツアー

【参加料】男性4,000円（体験料および食事代込）
女性2,000円（ 〃　　　　　）

【参加対象】20歳以上の独身男性・女性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※男性は越知町・佐川町・仁淀川町・日高村・いの町・土佐市　　　　　
※女性は高知県内在住の方　　　　　　　　　　　　　

【申込方法】住所・氏名・年齢・性別・電話番号を電話またはＦＡＸ・Ｅ－ＭＡＩＬにてお知らせください。

【申込期間】8月1日（水）～8月27日（月）
※定員（男女各10名）に達し次第〆切となります。申し込みはお早めに！

◆お問い合わせ先

山あい川あい越知で愛ツアー実行委員会　事務局担当／片岡
高知県越知町越知甲1947－6（商工会事務所）
TEL（0889）26－1181 FAX：（0889）26－2318
URL（任意）：ochisci@mb.inforyoma.or.jp

―広報おち―8月号―12―

募集種目 資　　格 受付期間 試験期日 合格発表

ë募集・案内 ê

◆お問い合わせ先　自衛隊高知募集案内所　ＴＥＬ（088）823－2006

防衛医科大学校学生

総合
選抜

高卒（見込含）
21歳未満

高卒（見込含）
21歳未満

9月3日
～10月1日

1次：10月20日
2次：11月17・18日

1  次：11月2日
最終：25年1月9日

1次：9月17日
2次：10月4～11日
9月23～26日
いずれか1日 11月9日

受付時にお知らせします 試験時にお知らせします

18歳以上
27歳未満
18歳以上
27歳未満
18歳以上
27歳未満

8月1日
～9月7日

8月1日
～9月7日

年間を通じて
実施しています

9月3日
～10月1日

9月3日
～10月1日

8月1日
～9月7日

1次：11月10・11日
2次：12月11～15日

1次：9月29日
2次：10月20～21日

9月29・30日

1次：10月27・28日
2次：12月5～7日
1次：9月22日
2次：10月13～18日
3次：11月10日

～12月13日

1  次：11月30日
最終：25年1月22日
1  次：25年3月8日
最終：25年3月22日
1  次：10月12日
最終：11月8日

11月8日

1  次：11月27日
最終：25年2月8日
1  次：10月5日
2  次：（海）11月7日

（空）11月2日
最終：25年1月18日

推薦
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今
年
の
夏
も
暑
い
で
す
ね
。

保
育
園
に
き
て
、
一
緒
に
プ
ー

ル
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！
（
な
か

よ
し
ひ
ろ
ば
以
外
の
日
は
、
園
児

と
一
緒
の
プ
ー
ル
あ
そ
び
で
す
）

ぜ
ひ
、遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

☆
8
月
の
予
定
☆

（
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
）

◎
１
日
（
水
）

プ
ー
ル
あ
そ
び
を
し
よ
う
！

※
水
着
（
ま
た
は
、
そ
れ
に
代
わ

る
ズ
ボ
ン
）、
タ
オ
ル
を
持
っ

て
き
て
ね
。

◎
8
日
（
水
）

プ
ー
ル
あ
そ
び
を
し
よ
う
！

※
（
持
ち
物
は
同
様
）

◎
22
日
（
水
）

プ
ー
ル
あ
そ
び
を
し
よ
う
！

※
（
持
ち
物
は
同
様
）

ë募集・案内 ê

香
北
町
コ
ー
ス

【
日
時
】

8
月
22
日
（
水
）

午
前
8
時
40
分

サ
ン
プ
ラ
ザ
越
知
駐
車
場
集
合

午
前
8
時
50
分

サ
ン
プ
ラ
ザ
越
知
駐
車
場
出
発

午
後
5
時

帰
着
予
定

【
経
路
】

越
知
―
高
知
―
土
佐
山
田
―
香

北
―
浦
戸
―
宇
佐
―
越
知

【
実
施
要
領
】

・
車
両
を
利
用
し
て
実
施
す
る

・
参
加
料
2
’
7
0
0
円

（
お
弁
当
代
を
含
む
）

・
集
合
時
間
厳
守

・
人
員
に
達
す
る
と
締
め
切
る

・
小
雨
決
行

・
そ
の
他
は
従
来
ど
お
り

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

矢
野
（
３
区
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
０
４
５
８

歩
こ
う
会

◎
29
日
（
水
）

プ
ー
ル
あ
そ
び
を
し
よ
う
！

※
（
持
ち
物
は
同
様
）

【
時
間
】

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
夏
最
後

の
プ
ー
ル
で
す

※
雨
の
日
も
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
は

あ
り
ま
す
。

※
プ
ー
ル
が
で
き
な
い
人
は
、
園

庭
や
室
内
遊
び
も
で
き
ま
す
。

※
他
の
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日

は
除
く
）も
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

※
8
月
13
日
（
月
）
〜
15
日
（
水
）

は
、
支
援
セ
ン
タ
ー
は
お
休
み

で
す
。

【
場
所
】

越
知
保
育
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
保
育
園

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
　
須
内
・
岡
本

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
２
１
４
１

四
国
部
品
で
は
、
矢
崎
総
業
の

関
連
企
業
と
し
て
自
動
車
部
品
の

製
造
に
携
わ
っ
て
お
り
、
自
動
車

の
購
入
に
対
し
て
車
両
紹
介
制
度

と
い
う
特
典
制
度
が
あ
り
ま
す
。

車
両
紹
介
制
度
と
は
、
車
を
購

入
の
際
、
こ
の
紹
介
制
度
を
通
し

て
成
約
購
入
さ
れ
た
場
合
に
、
矢

崎
総
業
な
ど
よ
り
、
謝
礼
金
が
も

ら
え
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

【
謝
礼
金
額
】

５
千
円
〜
１
万
円

○
車
を
購
入
さ
れ
る
前
に
、
車
両

紹
介
票
（
紹
介
票
は
四
国
部
品

事
務
局
で
お
渡
し
し
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
条
件
に

あ
っ
た
契
約
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

○
紹
介
制
度
を
利
用
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、
購
入
価
格
が
高
く
な

る
、
購
入
方
法
が
変
わ
る
な
ど

の
不
利
益
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

ま
た
、
四
国
部
品
で
は
太
陽
熱

温
水
器
や
太
陽
電
池
付
住
宅
用
ソ

ー
ラ
ー
も
取
り
扱
っ
て
お
り
、
標

準
価
格
よ
り
も
安
く
購
入
で
き
ま

す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

四
国
部
品
㈱
　
高
知
工
場

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
０
０
３
８

屋
外
拡
声
子
局
か
ら
の
放
送
が

聞
こ
え
な
い
、
ま
た
は
聞
き
取
り

づ
ら
い
世
帯
（
地
域
）
や
災
害
時

要
援
護
者
世
帯
（
施
設
）
を
対
象

に
、
防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信

機
の
設
置
工
事
を
８
月
か
ら
開
始

し
ま
す
。

該
当
す
る
世
帯
に
、
電
気
工
事

業
者
が
訪
問
し
、
住
宅
に
機
器
・

ア
ン
テ
ナ
類
を
設
置
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

事
前
に
電
話
な
ど
で
、
訪
問
日

時
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
そ

の
際
に
は
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
１

日
本
無
線
（
株
）
越
知
事
務
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
０
―
９
５
５
７
―
４
０
３
７

四
国
部
品
㈱
車
両
紹
介

制
度
の
ご
案
内

防
災
行
政
無
線
の

戸
別
受
信
機
を
設

置
し
ま
す



一
般
に
川
の
水
の
色
は
”緑
色
“で

す
が
、
そ
の
原
因
と
な
る
要
素
に

は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

①
川
の
水
面
で
反
射
し
た
光

（
周
り
の
木
々
や
山
が
映
る
）

②
川
底
の
色

③
岩
石
・
砂
・
泥
の
色

④
水
中
で
散
乱
し
て
跳
ね

返
っ
て
く
る
光

⑤
川
の
中
に
含
ま
れ
る
イ

オ
ン（
銅
イ
オ
ン
、鉄

イ
オ
ン
な
ど
）

⑥
不
純
物
の
色

（
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
、
泥

炭
な
ど
）

太
陽
光
を

構
成
す
る
赤
・

橙
・
黄
・
緑
・
青
色

の
光
は
、こ
の
順
に

波
長
が
短
く
な
り
ま

す
が
、
波
長
の
短
い
光
ほ
ど
水
中

に
含
ま
れ
る
物
質
（
イ
オ
ン
や

懸
濁
け
ん
だ
く

物
質
な
ど
）
の
影
響
に
よ
っ

て
散
乱
さ
れ
、
そ
の
色
と
な
っ
て

見
え
ま
す
。そ
の
典
型
的
な
例
が
、

外
洋
の
海
や
南
の
島
の
サ
ン
ゴ
礁

の
海
（
日
本
で
は
沖
縄
や
石
垣
島

な
ど
）
の
水
の
色
で
、
不
純
物
が

ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
な
い
た
め
、
光

の
散
乱
が
少
な
く
青
い
色
（
”コ

バ
ル
ト
ブ
ル
ー
“
）

に
見
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
横

倉
山
が
か
つ

て
４
億
年
前

に
赤
道
付
近

（
緯
度：

5
〜

15°
）に
あ
っ
た

頃
も
、オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
グ
レ

イ
ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ
の

よ
う
に
、
き
っ
と
外
洋

の
サ
ン
ゴ
礁
の
周
辺
に

美
し
い
”コ
バ
ル
ト
ブ
ル

ー
“
の
海
が
広
が
っ
て

い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ち

な
み
に
、
同
じ
”コ
バ
ル
ト

ブ
ル
ー
“
で
も
、
草
津
温
泉
で

有
名
な
群
馬
県
と
長
野
県
と
の
境

に
あ
る
草
津
白
根
山
の
火
口
湖

（「
湯
釜
」）
に
溜
ま
っ
た
水
の
色

の
因も
と

は
、
硫
化
水
素
〔
H2S
〕
が
溶

け
込
ん
で
い
る
た
め
で
、
イ
オ
ウ

〔
S
〕に
起
因
す
る
も
の
で
す
。従
っ

て
透
明
度
も
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
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No.121
現
在
県
下
に
は
、
仁
淀
川
に
お

け
る
清
流
保
全
活
動
を
推
進
す
る

た
め
に
流
域
全
体
で
「
仁
淀
川
一

斉
清
掃
活
動
」
な
ど
を
行
っ
て
い

る
『
仁
淀
川
清
流
保
全
推
進
協
議

会
』（
２
０
１
０
年
発
足
）
や
、

「
仁
淀
川
フ
ォ
ト
ツ
ア
ー
」
の
開

催
な
ど
仁
淀
川
流
域
の
観
光
活
性

化
を
目
的
と
す
る
『
仁
淀
川
地
域

観
光
協
議
会
』（
２
０
１
０
年
発

足
）
な
ど
の
組
織
が
あ
り
、
仁
淀

川
を
対
象
と
す
る
活
動
が
次
第
に

活
発
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
へ
今
年
に
な
っ
て
、
清

流
・
仁
淀
川
が
一
段
と
脚
光
を
浴

び
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

仁
淀
川
の
自
然
を
20
年
以
上
撮
り

続
け
て
い
る
写
真
家
の
高
橋
宣の
ぶ

之ゆ
き

さ
ん
（
高
知
市
）
が
、
仁
淀
川
の

澄
み
切
っ
た
水
の
色
を
”仁
淀
ブ

ル
ー
“
と
表
現
し
た
こ
と
の
影
響

が
大
き
い
と
言
え
ま
す
。『
N
H

K
ス
ペ
シ
ャ
ル
　
仁
淀
川
―
青
の

神
秘
―
』（
N
H
K
総
合
テ
レ
ビ

２
０
１
２.

３.

25
）
の
中
で
初
め

て
使
わ
れ
た
言
葉
で
す
が
、
今
や

代
名
詞
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し

た
感
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
ダ
ム
湖
の
水
は
、
水
が

滞
留
し
て
い
る
た
め
、
ア
オ
ミ
ド

ロ
や
ア
オ
コ
な
ど
の
植
物
性
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
（
”不
純
物
“）
が
発
生

す
る
た
め
、
青
色
で
は
な
く
緑
色

に
見
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
透
明

度
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
越
知
町

の
桐
見
川
ダ
ム
の
ダ
ム
湖
の
水
も

同
じ
で
す
。
た
だ
し
、
ダ
ム
の
下

流
で
は
、
仁
淀
川
本
流
の
そ
れ
に

比
べ
一
見
水
質
は
あ
ま
り
良
く
な

い
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
C
O
D

（
化
学
的
酸
素
要
求
量
）
の
パ
ッ

ク
テ
ス
ト
や
水
生
昆
虫
を
指
標
と

す
る
水
質
調
査
で
は
「
き
れ
い
」

な
水
に
属
し
ま
す
。
ご
存
知
の
と

お
り
、
”清
流
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
“

と
言
わ
れ
る
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の

中
の
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
〔
国

の
特
別
天
然
記
念
物
〕
も
生
息
し

て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
、”モ
ノ
の
色
“
と
は

「
反
射
す
る
光
の
色
」
で
あ
り
、

白
色
は
す
べ
て
の
光
を
反
射
す
る

た
め
で
、黒
色
は
す
べ
て
の
光
を
吸

収
す
る
た
め
そ
う
見
え
る
の
で
す
。

最
近
、
全
国
の
一
級
河
川
の
中

で
、
仁
淀
川
が
『
平
均
水
質
（
B

O
D
値
）
ラ
ン
キ
ン
グ
』（
２
０

１
０
、
国
土
交
通
省
）
で
、
全
国

一
位
の
”水
質
ラ
ン
キ
ン
グ
“（
他

に
12
河
川
）
に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
れ
も
有
機
物
な
ど
の
不

純
物
が
少
な
い
こ
と
に
他
な
り
ま

せ
ん
。
不
純
物
が
少
な
い
か
ら
波

長
の
一
番
短
い
青
色
の
光
が
反
射

さ
れ
て
青
く
（
ブ
ル
ー
）
に
見
え

る
の
で
す
。
同
じ
仁
淀
川
で
も
、

越
知
近
辺
と
池
川
で
は
水
の
色
が

ま
た
異
な
り
ま
す
。
池
川
近
辺
で

は
、緑
色
を
し
た
”緑
色
片
岩
“
と

呼
ば
れ
る
岩
石
が
川
底
に
多
い
た

め
、
そ
の
影
響
で
単
な
る
青
色
で

は
な
く
、
筆
舌
に
は
尽
く
し
難

い
透
き
通
っ
た
緑
が
か
っ
た
水

色
（
”仁
淀
ブ
ル
ー
“）
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。”緑
色
片
岩
“
と
い

う
点
で
言
え
ば
、
吉
野
川
流
域
の

方
が
分
布
域
も
広
い
筈
で
す
が
、

何
故
か
こ
ち
ら
の
方
の
水
の
色
は

緑
の
濃
い
青
色
を
し
て
い
ま
す
。

や
は
り
、
仁
淀
川
の
方
の
水
質
が

高
い
た
め
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
て
見
る
と
、”
仁
淀
ブ
ル

ー
“は
大
変
神
秘
的
な
色
で
、正

に
仁
淀
川
独
特
の
’不
思
議
な

色
‘
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。私
た
ち
は
、こ
の
自
然
の
恵
み
で

あ
る
か
け
が
い
の
な
い
”貴
重
な
財

産
“を
み
ん
な
で
守
っ
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

学
芸
員
　
安
井
敏
夫
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土
器
　
三
個

陶
器
　
一
個

（
は
い
・
盃
さ
か
ず
きの
こ
と
）
の
寸
法
は

口
の
寸
法
が
一
〇
・
一
セ
ン
チ
、

高
さ
四
・
四
セ
ン
チ
、
底
の
寸
法

は
四
・
八
セ
ン
チ
で
す
。

破
損
し
た
杯
の
底
の
寸
法
は

七
・
〇
セ
ン
チ
で
す
。

破
損
し
た
花
瓶

け
び
ょ
う

（
か
び
ん
）
の

底
の
寸
法
も
七
・
〇
セ
ン
チ
で

す
。共

に
鎌
倉
時
代
の
も
の
で
す
。

○
土
器
（
か
わ
ら
け
）
…
釉
薬

ゆ
う
や
く

（
う
わ
ぐ
す
り
）
を
か
け
ず
に
焼

い
た
素
焼
き
の
陶
器

と
う
き

。

○
杯は

い

…
酒
を
盛
っ
て
飲
む
の
に
用

い
る
器
（
う
つ
わ
）

○
花
瓶

け
び
ょ
う

（
か
び
ん
の
こ
と
）
…
け

び
ょ
う
は
仏
教
用
語
で
、
花
を
供

え
る
の
に
用
い
る
壺
形
の
花
器

か

き

。

（
破
損
し
た
杯
と
花
瓶
は
、
完

全
な
形
で
残
っ
て
い
な
い
た
め
に

底
の
寸
法
だ
け
し
か
載の

っ
て
い
ま

せ
ん
。）

■
こ
れ
ら
の
土
器

か
わ
ら
け

は
経
筒

き
ょ
う
づ
つ

の

副
納
品

ふ
く
の
う
ひ
ん

と
み
ら
れ
る
も
の
で
、
A

之
宮
の
み
や

に
存
し
た
こ
と
を
示
す
も
の

と
し
て
、
一
面
に
石
灰
華

せ
っ
か
い
か

が
被か
ぶ
さ
っ

て
い
る
。
密
檀
供
養

み
つ
だ
ん
く
よ
う

に
用
い
ら
れ

越
知
町
の
文
化
財

越
知
史
談
会
No.13

は
じ
め
に

今
回
も
県
指
定
文
化
財
で
横
倉

宮
宝
物
収
蔵
庫
に
保
管
さ
れ
て
い

る
土
器
（
か
わ
ら
け
）
を
紹
介
し

ま
す
。
三
つ
残
っ
て
い
て
、
時
代

は
共
に
鎌
倉
時
代
と
な
っ
て
い
ま

す
。も

う
一
方
の
陶
器
（
す
え
き
）

は
一
個
残
っ
て
い
て
報
告
書
に
は

共
に
経
塚

き
ょ
う
づ
か
関
係
遺
品
と
し
て
載の

っ

て
お
り
、
経
塚
あ
る
い
は
岩
屋

い
わ
や

に

納
め
ら
れ
て
い
た
物
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

今
回
こ
の
二
項
目
、
四
点
を
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

指
定
年
月
日
は
土
器
、
陶
器
と

も
昭
和
六
十
三
（
一
九
八
八
）
年

十
二
月
二
十
三
日
で
す
。

①
　
土
器
　
三
個鎌

倉
時
代

杯は
い

（
完
形
品
）

口
径
　
一
〇
・
一
セ
ン
チ

高
さ
　
　
四
・
四
セ
ン
チ

底
径
　
　
四
・
八
セ
ン
チ

杯
（
破
損
品
）

底
径
　
　
七
・
〇
セ
ン
チ

花
瓶

け
び
ょ
う

（
破
損
品
）

底
径
　
　
七
・
〇
セ
ン
チ

■
土
器
（
か
わ
ら
け
）
が
三
個
あ

り
、
完
全
な
形
で
残
っ
て
い
る
杯

る
六
器
ろ
っ
き

・
花
瓶
け
び
ょ
う

に
該
当
す
る
も
の

で
、
土
器
で
あ
る
点
か
ら
当
初
よ

り
埋
納
す
る
た
め
の
仮
器

か
り
う
つ
わ

で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
こ
れ
ら
の
か
わ
ら
け
は
経
筒

に
付
け
加
え
て
納
め
た
物
と
み
ら

れ
ま
す
。
そ
し
て
A
之
宮
に
あ
っ

た
こ
と
を
示
す
証あ

か
し

と
し
て
、
一
面

に
石
灰
華

せ
っ
か
い
か

が
か
ぶ
さ
っ
て
付
い
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
分
か
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
密
教
で
供
養
の
修

行
を
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
六
器

と
花
瓶
に
あ
て
は
ま
る
も
の
で
、

か
わ
ら
け
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
最

初
か
ら
埋
め
る
目
的
の
た
め
仮
の

器
「
つ
ま
り
金
属
製
で
は
な
い
」

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。）

○
石
灰
華
…
石
灰
の
溶
け
込
ん
だ

水
が
長
い
間
に
物
の
表
面
に
沈
殿

ち
ん
で
ん

し
付
い
た
も
の
（
炭
酸
石
灰
）。

○
六
器
…
密
教
で
修
法

し
ゆ
ほ
う

の
時
に

仏
・
菩
薩

ぼ
さ
つ

を
供
養
す
る
た
め
の

閼
伽

あ

か

（
水
）
・
塗
香
ず
こ
う

（
体
に
塗
る

お
香
）
・
華
鬘

け
ま
ん

（
花
）
を
盛
り
壇

上
に
配
置
す
る
器
の
こ
と
。
そ
れ

ぞ
れ
二
個
あ
り
、
併あ

わ

せ
て
六
個
と

な
る
。

②
　
陶
器
　
一
個平

安
時
代
後
期

陶
器

す
え
き

（
破
損
品
）

高
さ
　
二
二
・
〇
セ
ン
チ

底
径
　
一
〇
・
五
セ
ン
チ

（
破
損
し
た
平
安
時
代
後
期
の

陶
器
が
一
個
あ
り
ま
す
。
高
さ
は

二
二
・
〇
セ
ン
チ
で
底
の
寸
法
は

一
〇
・
五
セ
ン
チ
で
す
。）

■
こ
の
陶
器

す
え
き

は
横
倉
山
中
の
御
盥
み
た
ら
い

出
土
で
あ
る
。
陶
器
は
色
調

黝
黒
色

ゆ
う
こ
く
し
ょ
く、
須
恵
質
に
し
て
口
縁
部

よ
り
頚
部
に
か
け
て
欠
損
す
。
本

来
の
器
形

き
け
い

は
短
頸
壺

た
ん
け
い
こ

で
あ
る
。

（
こ
の
陶
器
は
横
倉
山
の
み
た

ら
い
の
場
所
か
ら
出
た
物
で
、
色

合
い
は
青
黒
く
素
焼
き
の
土
の
質

で
、
口
の
縁
か
ら
首
の
部
分
に
か

け
て
部
分
的
に
欠
け
て
い
る
。

元
々
の
形
は
首
の
短
い
壺
で
す
。）

こ
の
御
盥
出
土
の
場
面
は
、
越

知
町
の
文
化
財
№
11
経
筒
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

続
く

い
わ
や

杯　　　　　　　　　　　　杯　　　　　　　　　花瓶
けびょう

陶器
すえ き



―広報おち―8月号―16―

越�知�小�学�校�

臼と杵のご寄付を

お願いします！

3学期に5年生が餅つきをする予定ですが、臼と杵
が足りません。もし、おかまいのない臼や杵があり
ましたら、ご寄付をお願いします。
※２６－１１０１（小学校）までご連絡ください。

越知町と友好交流町の北海道滝上町に、6月4日吉岡町長
はじめ9名の関係者で訪問しました。昨年越知町で行われ
た10周年記念式典の折、両町の児童の相互交流を検討する
ことが確認されましたので、今回の訪問となったものです。
協議の内容は来年度両町の小学5年生を対象とし、夏休
みを利用して行う予定で、越知町での研修は、日本一の清
流仁淀川で遊ぶカヌー体験、日本で最も古い地層である横
倉山、博物館、桂浜、高知城などの見学、一方越知小学校の児童には滝上町を訪れ北海道の自然を体験させ
たいと計画しています。
5日には、訪問団とともに滝上小学校を訪問し、来年度5年生になる4年生11人と教職員、町関係者の方々
に越知小学校をプレゼンテーション（写真）で紹介し、最後に滝上小学校の校長先生と握手を交わし、来年
度の再会を約束しました。

6月4日(月)に遊行寺の山�さんの田んぼで、ファイティ

ングドッグスの方と5年生が田植えの体験学習をしました。

初めての児童も多かったようですが、山�さんご夫妻の指

導の下、緑のふるさと協力隊、そして、保護者の方々に助

けてもらって、予定より早く植えることができました。

6月23日(土)授業参観の後、おりづる集会を体育館で行い
ました。全校児童が折った二千羽余りの鶴を捧げ、まず全
校児童で「おりづる」を歌いました。そして、6年生が修
学旅行の総まとめの呼びかけをしました。一人ひとりが平
和の願いを込めて発表し、大きな声で堂々としたもので、
歌も美しく合唱できていました。
本当に心に響く感動的なおりづる集会になりました。

８月
６日（月）登校日
１９日（日）愛校作業
２７日（月）北一水泳大会（5･6年）
９月
３日（月）始業式　合同防災訓練
４日（火）5日（水） 夏休み作品展
６日（木）プール納め
３０日（日）運動会

８・９月の主な予定
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第４回無事故・無違反ドライバーズコンテスト�

セーフティロード103（土佐）�
５人１チームで無事故・無違反を競い合うコンテストです。          �
チーム内で１人でも交通違反・または交通事故があった場合は失格になります。          �
          �
◆参加申込期間  平成24年8月  1日（水）～  8月31日（金）まで        �
◆実  施  期  間  平成24年9月20日（木）～12月31日（月）までの103日間        �
◆参  加  資  格   ・高知県内に居住または勤務している方        �
　　　　　　　   ・チーム全員運転免許を有すること        �
　　　　　　　   ・日常的に自動車または原動機付自転車を運転している方        �
          �
※参加負担金  １チーム／4,000円（内訳：運転経歴証明書代、その他達成賞など）        �
   チーム全員が無事故・無違反を達成した場合、達成チーム全員に粗品を贈呈させていただきます。          �
   達成チームから抽選を行いまして、当選チームには特別賞を進呈いたします。          �
　　　○運転経歴証明書には、１年以上違反のない方に県内の一部の施設・店舗で割引特典が受けられる『SDカード』が交付されます。 

※参加希望の方は、交通安全協会佐川支部または各駐在所に申込用紙がありますのでお問い合わせください�

夏休み中の子どもを　交通事故から守ろう!!
★夏休み期間中は、子どもたちが屋外で遊ぶことが多くなり交通事故に遭う可能性が大変多くなります。 
★家庭・地域が一体となり、子どもを積極的に保護・指導しましょう。          �
★特に、幼児・小学生低学年児童には「飛び出し」や「車の直前直後の横断」などしないよう、        �
　安全な行動の習慣づけを徹底させましょう。�
          �
　　　　　　　　　※児童・幼児（13歳未満）を自転車に乗せる時、          �
　　　　　　　　　　保護者はヘルメットを着用するよう努めてください。�

困ったときの強い味方！� クーリング・オフ①�
　クーリング・オフとは、「必要のないものを買ってしまった･･･。」そんなあなたの「しまった！」を一定の期間内であれば、�
消費者から一方的に無条件で契約を解除できる権利です。�

クーリング・オフするとどうなるの？�
その契約ははじめからなかったことになり、支払った代金はすべて返金され、違約金も請求されません。�
また、商品を受け取っている場合、販売業者の負担で引き取られます。�

なんでもクーリング・オフができるの？�
クーリング・オフができない場合もあります。�
●法律で定められている指定商品・権利・役務（サービス）でない場合※１�
●消耗品（化粧品・健康食品など）を開封、一部使用した場合�
●店舗（営業所）へ行き購入した場合　　●乗用自動車　�
●3,000円未満の現金一括払い　　　   　 ●通信販売※２�
※１･･･マルチ商法、内職・モニター商法は全ての商品・役務が対象�
※２･･･通信販売には「返品制度の有無」についての記載義務がありますので、利用する前に必ず確認�

いつでもクーリング・オフできるの？�

取　引　内　容�

訪問販売�

電話勧誘�

特定継続的役務提供�

連鎖販売取引�
業務提供誘引販売取引�

自宅・職場への訪問販売（キャッチセールス、アポイントメントセールス、�
催眠商法含む）による商品やサービスなど�

適　用　対　象� 期　間�

電話勧誘による商品やサービスなど�
エステ、語学教室、家庭教師、学習塾、パソコン教室、�
婚約相手紹介の継続的サービス契約�

いわゆるマルチ商法�
いわゆる内職商法、モニター商法�

8日間�

20日間�

クーリング・オフは期間が限られています。�



―広報おち―8月号―18―

住
　
所

４
　
区

５
　
区

６
　
区

７
　
区

五
葉
荘

15
区
１

今
　
成

小
　
浜

堂
　
岡

桑
　
薮

氏
　
　
　
名

大
野
ト
キ
コ

藤
原
　
す
ま

宮
脇
　
一
雄

�
渦
　
富
代

西
森
　
浪
樹

松
本
　
喜
隆

箭
野
　
泰
三

小
田
原
公
孝

箭
野
　
幸
惠

岡
　
　
夏
盛

町
民
の
動
き

お
く
や
み

て
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
よ
い
」
魔

法
の
イ
ラ
ス
ト
集

北
村
明
佳
　
作

◇
６
時
間
で
で
き
る
２
ケ
タ
×
２

ケ
タ
の
暗
算

岩
波
　
邦
明
　
作

◇
子
ど
も
が
よ
ろ
こ
ぶ
フ
ェ
ル
ト

マ
ス
コ
ッ
ト

◇
か
ん
た
ん
お
い
し
い
男
子
の
弁
当

ブ
テ
ィ
ッ
ク
ス
　
社

◇
は
じ
め
て
作
る
刺
し
ゅ
う
糸
と

ビ
ー
ズ
の
プ
ロ
ミ
ス
リ
ン
グ

日
本
ヴ
ォ
ー
グ
　
社

◇
ワ
ン
ピ
ー
ス
の
言
葉
が
教
え
て

く
れ
る
こ
と

方
喰
　
正
彰
　
作

【
韓
国
の
絵
本
】

◇
こ
の
よ
で
い
ち
ば
ん
大
き
な
男
の
子

◇
う
さ
ぎ
の
さ
い
ば
ん
　
　
　
　
　

キ
ム
・
セ
シ
ル
　
作

◇
あ
ま
の
じ
ゃ
く
な
か
え
る
　

イ
・
サ
ン
ベ
　
作

◇
パ
ン
チ
ョ
ギソ

・
ジ
ュ
ン
エ
　
作

◇
あ
わ
１
つ
ぶ
で
よ
め
を
も
ら
っ

た
わ
か
も
の

イ
・
ミ
エ
　
作

お
知
ら
せ

県
立
図
書
館
の
巡
回
バ
ス
が

本
の
森
図
書
館
前
に
来
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

８
月
４
日
（
土
）

14
時
10
分
〜
14
時
45
分

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

　 
本
の
森
�

図
書
館
だ
よ
り

６
月
届
け
出
分

※住民課に死亡届のあった方を掲載しています。

人　口

男

女

世帯数

6,360（△ 4 ）

2,969（＋ 1 ）

3,391（△ 5 ）

2,970（△ 2 ）

出生

死亡

転入

転出

1

10

11

6

（7月1日現在）

開
館
日
時

火
〜
金
曜
　

午
前
11
時
〜
午
後
6
時

土
、
日
曜

午
前
11
時
〜
午
後
5
時

（
休
館
日
　
月
曜
・
年
末
年
始
）

お
す
す
め
図
書
の
紹
介

お
と
な
の
本

「
エ
ス
」

鈴
木
　
光
司
　
著

映
像
制
作
会
社
に
勤
め
る
安
藤

孝
則
は
、
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ

た
と
あ
る
映
像
を
解
析
す
る
こ
と

に
。
そ
の
映
像
と
は
、
男
が
自
身

の
自
殺
を
中
継
し
た
衝
撃
の
映
像

だ
っ
た
。
そ
の
日
か
ら
孝
則
の
周

囲
で
は
奇
妙
な
こ
と
が
起
こ
り
始

め
る
!?
今
、”S

“
の
呪
い

「
高
知
県
の
謎
解
き
散
歩
」

谷
　
是
　
著

長
宗
我
部
氏
、
坂
本
龍
馬
、
自

由
民
権
運
動
か
ら
「
ま
ん
が
甲
子

園
」、
四
万
十
川
、
皿
鉢
料
理
ま

で
、
明
る
く
、
た
く
ま
し
く
、
元

気
に
な
れ
る
”土

佐
学

“を
学
ぼ
う
。

子
ど
も
の
本

「
い
る
の
い
な
い
の
」

京
極
　
夏
彦
　
作

お
ば
あ
さ
ん
の
住
む
、
と
て
も

古
い
家
で
、
ぼ
く
は
し
ば
ら
く
暮

ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
家
の

上
の
方
は
と
て
も
暗
い
。
暗
が
り

に
、
だ
れ
か
が
い
る
よ
う
な
気
が

し
て
な
ら
な
い
。
気
に
な
っ
て
気

に
な
っ
て
し
か
た
な
い
。「
恐
怖
」

の
原
点
を
描
い
た
怪
談
。

「
な
つ
の
あ
そ
び
」

竹
井
　
史
郎
　
作

み
ぢ
か
な
も
の
で
、
こ
ん
な
に

い
ろ
い
ろ
つ
く
れ
ち
ゃ
う
。
こ
ん

な
に
お
も
し
ろ
く
あ
そ
べ
ち
ゃ

う
。
な
つ
を
た
の
し
む
あ
そ
び
と

こ
う
さ
く
が
い
っ
ぱ
い
。

新
着
図
書

（
一
般
）

◇
帰
し
て
い
け
な
い
外
来
患
者

前
野
哲
博
　
著

◇
第
十
二
の
予
言
決
意
の
と
き

シ
ェ
ー
ム
ス・レッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
著

◇
ロ
ー
ラ・フェ
イ
と
最
後
の
会
話

ト
マ
ス
・
Ｈ
・
ク
ッ
ク
　
著

◇
夜
の
国
の
ク
ー
パ
ー
　

伊
坂
　
幸
太
郎
　
著
　

（
こ
ど
も
）

◇
ち
ょ
う
つ
が
い
き
い
き
い

加
門
　
七
海
　
作

◇
悪
い
本

宮
部
み
ゆ
き
　
作

◇
い
ま
な
ん
さ
いひ

し
ち
か
ら
　
作

◇
脳
を
刺
激
す
る
サ
イ
エ
ン
ス
ア

ー
ト
ブ
ッ
ク
ト
リ
ッ
ク
・
ア
イ
ズ

デ
ザ
イ
ン

◇
ト
リ
ッ
ク
・
ア
イ
ズ
（
２
）
な

が
め
る
だ
け
で
「
脳
が
活
性
化
し



1

3

4

7

8

10

21

22

23

24

28

29

30

なかよしひろば

「プールあそびをしよう！」

ミニデイ（鎌井田）

第5回　「キャンドルナイト」

～虹色の里横畠～

健康相談

なかよしひろば

「プールあそびをしよう！」

犬猫引取日

ミニデイ（桐見川1区・南ノ川）

ミニデイ（五味）

犬猫引取日

ミニデイ（日ノ浦）

なかよしひろば

「プールあそびをしよう！」

ポリオ予防接種

健康相談

ミニデイ（桐見川2区）

育児相談・親子ふれあいサロン

なかよしひろば

「プールあそびをしよう！」

健康相談

犬猫引取日
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日
行

事

カ

レ

ン

ダ

ー

水

金

土

火

水

金

火

水

木

金

火

水

木

備　考

11ページ参照

ＪＡコスモス

雨天順延

11ページ参照

社会福祉協議会

ＪＡコスモス

ＪＡコスモス

11ページ参照

社会福祉協議会

11ページ参照

8
月

曜日 種　　　　　目 場　　所 集合時間など

越知保育園

鎌井田老人里の家

清水集会所～

ふるさと公園

宮ヶ奈路集会所

越知保育園

役場

桐見ふれあいの里

五味集会所

役場

日ノ浦集会所

越知保育園

保健福祉センター

筏津集会所

桐見川公民館

保健福祉センター

越知保育園

中大平公民館

役場

9：30～正午

10：00～

17：00～21：00

9：40～

9：30～正午

8：30～ 9：15

10：00～13：00

13：30～

8：30～ 9：15

9：30～

9：30～正午

13：30～

13：30～

10：00～13：00

13：00～

9：30～正午

10：00～

8：30～ 9：15

注
連
縄
に
藁
の
馬
や
ら
短
冊
を
つ
る
し
て
七
夕
招
く

集
落

吉
良
　
　
武

娘
に
送
ら
れ
橋
の
真
中

ま
な
か

に
別
れ
た
り
と
も
に
振
り
向

く
橋
の
た
も
と
に

井
上
善
三
郎

風
さ
や
か
雲
一
つ
な
き
青
空
に
鳶
一
羽
来
て
大
き
輪

を
か
く

福
本
　
花
代

ガ
ラ
ス
越
し
オ
レ
ン
ジ
色
の
太
陽
に
黒
い
金
星
動
く

と
も
な
し

岡
本
佐
江
子

カ
タ
カ
ナ
語
・
横
書
き
あ
ふ
れ
て
今
の
世
に
取
り
残

さ
る
る
思
い
す
我
は

結
城
多
良
子

ご
め
ん
ね
と
有
難
う
と
の
橋
の
上
め
ぐ
り
巡
り
て
我

ら
生
き
ゆ
く

山
本
　
紗
代

巷
で
の
賑
わ
い
麓
に
眺
め
つ
つ
伝
説
の
山
し
ず
か
に

聳
び
ゆ

井
上
　
る
み

満
月
に
少
し
足
り
ぬ
と
仰
ぎ
見
る
つ
ゆ
空
の
ウ
ォ
ー

ク
に
久
々
の
月

益
　
　
法
子

見
下
ろ
せ
ば
眩
き
み
ど
り
見
上
げ
て
も
ま
ば
ゆ
き
み

ど
り
峡
の
わ
が
窓

宮
橋
　
敏
機

○
鑑
賞
歌

蓑
笠
に
甲よ

ろ

へ
る
母
の
い
で
た
ち
の
ま
ぶ
た
を
去
ら
ず

雨
の
日
ご
ろ
は

小
野
興
二
郎

き
の
ふ
ま
で
鶏と

り

の
か
ら
だ
を
支
え
ゐ
し
骨
を
握
り
て

腿
肉

も
も
に
く

を
食
ふ

内
藤
　
　
明

◎
会
員
募
集

越
知
短
歌
同
好
会
に
入
っ
て
短
歌
を
詠
む
喜
び
を
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
…
越
知
町
野
老
山
1
0
8
4

宮
橋
　
敏
機

Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6
―
3
5
2
5
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６
月
13
日
か
ら
29
日
ま
で
の
間

に
、町
民
総
合
運
動
場
に
お
い
て
、

「
第
41
回
越
知
町
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
」

が
約
１
６
０
名
の
参
加
の
も
と
行

わ
れ
、
各
種
目
で
そ
れ
ぞ
れ
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

種
目
別
の
成
績
は
、
次
の
通
り

で
す
。

（
敬
称
略
）

【
ペ
タ
ン
ク
】

優
　
勝

貞
広
チ
ー
ム

貞
広
　
勝
義
　
　
貞
広
ス
ミ
子

準
優
勝

フ
ク
ロ
ウ

【
ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
】

一
部
優
勝

イ
ニ
シ
ャ
ル
Ｙ

片
岡
　
　
豊
　
　
矢
野
　
栄
次

中
内
　
由
佐
　

準
優
勝

Ｓ
―
ｅ
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

二
部
優
勝

チ
ー
ム
あ
さ
か

渡
邉
　
和
子
　
　
土
居
　
敏
子

渡
邉
　
莉
紗
　

準
優
勝

チ
ー
ム
黒
原

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】

優
　
勝

レ
イ
ン
ボ
ー

岡
崎
　
正
義
　
　
山
本
　
謙
三

松
岡
　
一
水
　
　
西
　
　
ミ
チ

大
前
美
智
子
　
　

準
優
勝

清
流
ク
ラ
ブ
池
川

【
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

一
部
優
勝

フ
ァ
ミ
リ
ー
Ｂ

井
上
　
昌
治
　
　
中
嶋
　
学
美
　

鈴
木
　
明
美
　
　
和
田
　
薫

準
優
勝

フ
ァ
ミ
リ
ー
Ａ

二
部
優
勝

チ
ー
ム
北
河

北
河
多
美
子
　
　
杣
本
　
隆
秀

野
々
宮
和
子
　
　
岡
田
ひ
と
み

野
々
宮
祐
弥

準
優
勝

教
育
委
員
会

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

優
　
勝

メ
ガ
ネ
ー
ズ

壬
生
　
博
文
　
　
岡
林
　
　
司

準
優
勝

イ
ニ
シ
ャ
ル
Ｙ
１

越
知
町
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
結
果

ペタンク

バドミントン ソフトバレー ゲートボール スカッシュバレー

7
月
12
日
に
佐
川
警
察
署
で
、

管
内
3
町
教
育
長
と
園
畠
佐
川
警

察
署
長
に
よ
る
、
学
校
・
警
察
連

絡
制
度
に
関
す
る
協
定
書
の
調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
24
年
9
月

1
日
か
ら
、
現
行
の
連
絡
制
度
の

内
容
を
拡
充
し
た
「
越
知
町
学

校
・
警
察
連
絡
制
度
」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

「
越
知
町
学
校
・
警
察
連
絡
制

度
」
と
は
、
越
知
町
立
の
小
中
学

校
と
佐
川
警
察
署
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
連
携
を
強
化
し
、
児
童
生
徒

の
問
題
行
動
な
ど
を
初
期
の
段
階

か
ら
多
角
的
に
支
援
す
る
こ
と
に

よ
り
、
早
期
の
立
ち
直
り
や
問
題

行
動
の
拡
大
防
止
を
図
る
こ
と
で
、

児
童
生
徒
の
健
全
育
成
を
目
指
す

も
の
で
す
。

「
越
知
町
学
校
・
警

察
連
絡
制
度
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

７
月
２
日
に
「
第
62
回
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
の
法
務
大
臣

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
と
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
、
高
吾
保
護
区
保
護
司

会
・
越
知
更
生
保
護
女
性
会
会
員

ら
が
、
高
吾
地
区
３
町
の
各
役
場

を
訪
問
し
ま
し
た
。

越
知
町
で
の
伝
達
式
で
は
、
片

岡
和
政
会
長
か
ら
「
地
域
に
根
ざ

し
た
活
動
を
更
に
推
進
し
、
多
く

の
方
々
の
積
極
的
な
参
加
を
得
て
、

犯
罪
や
非
行
を
抑
止
す
る
地
域
の

力
を
育
て
、
犯
罪
を
し
た
人
や
非

行
の
あ
る
少
年
の
立
ち
直
り
を
支

え
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
ほ
し

い
。」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
吉
岡

町
長
へ
伝
達
し
ま
し
た
。

社
会
を

明
る
く
す
る
運
動


